平成２１年度　第９回部長会（概要報告）
・日  時　　平成２１年１０月２９日（木）正午～

・場　所　　八尾市役所庁議室
・出席者　  市長・副市長・教育長・病院事業管理者・水道事業管理者・各部局長等
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原副市長
　本日、臨時部長会を開催したのは、元職員により市民の信頼を裏切るような不祥事が発生したためで、その概要は、元職員が資金前渡による講師謝礼等を長期にわたり多額を着服していたというものである。これについては、速やかに、組織をあげて全容解明と再発防止策を講じる必要があり、それを含め、市長から訓示をいただく。

田中市長

　緊急の部長会ということで召集をさせていただいた。今、副市長から話があったように、教育委員会部局で公金について不明金が発生した。今回の事態については、大変情けない思いとともに、激しい怒りを感じる。私が府議会議員時代に大阪府では、公金処理についての不祥事があり、当時の横山ノック知事が涙を流していた。また、私の市長就任間もなく大阪市で公金管理についての問題が発生したことを受け、全庁的な調査を行い、完了報告の際には各所属長に署名捺印をいただき、公金についてはしっかり管理をしていただいていると思っていた。

また、そういった事態が新聞紙上を賑わす度に、タウンミーティングなどの機会の中で、「八尾市はそういうことはありませんか。」という市民の問いには、その都度「全庁的な調査もさせていただいており、そういったことはありません。」ときっぱりと回答させていただいていただけに、このような事態は絶対にあってはならないことで、市民の皆さんの大きな信頼を裏切ることになってしまい、市民の皆さんに対して申し訳ない思いでいっぱいである。

しかるべき時に、新聞報道等がなされると思っているが、今後どう対応していくかが問われていると思っており、私の責任のもとで事実関係を徹底的に解明するという厳しい姿勢で、自ら先頭に立って、取り組んでまいりたいと考えている。

　その取り組みを具体的に言うと、まずひとつは、教育委員会において、事態の事実関係の把握を徹底的に行うよう、緊急にチームを編成して全容解明にあたること。

２つめは、全体の中で資金前渡により支払いがなされた講師・委員謝礼等について、今回の手口に類する支払い状況の有無を、それぞれの部局で徹底して調査をすること。

　３つめは、昨日会計管理者の名前で資金前渡についての調査依頼をかけているが、これら全ては私から会計管理者に指示を出したもので、捜査等の影響を加味し、あのような形をとったことを理解していただくとともに、全庁的に徹底的な調査をすること。

以上の３点を早急に行うとともに、徹底的な調査の中で原因究明に向けて緊急にチームを編成し、組織的に対応していきたいと考えており、そこで何が原因で、どこに問題があったのかをしっかりと究明し、二度とこのようなことがおこらないよう、至急公金管理体制、あるいは執行体制について再検証、徹底改革をするように厳命する。

今から事態の概要について担当部長から説明させるが、捜査機関との連携を図っている部分もあるので、情報の取り扱いについては充分注意をしていただきたい。
浦上教育推進担当部長

　今回の件により、市の信用を著しく落とすことになったことに対し、お詫び申し上げる。

　まず、事件の発覚は１０月２日で、教育サポートセンターにおいて、平成２０年度の決算委員会に向け、所長が資料を確認していたところ、報償費の委員謝礼において、予算額を大幅に超えて執行されている分が見つかり、調査をしたところ、実体のない虚偽申請書が作成され、公金が支出されていることが判明した。その報告を受け、所長に対して、当該庶務担当者が勤務していた平成１３年度から平成２０年度までの８年間の調査を指示したところ、調査に相当な時間は要したものの、報償費に係る分で多額の不正金が見つかった。また、この元職員は１人で会計担当をしており、勝手に支出証書に所長印を押していたことが分かった。
　教育委員会としては、全容解明が第一と考え、すべての報償費について調査を指示する一方、１６年度から２０年度の間の所長（現在は府職）と所長補佐の合計５名を呼び、１１月１３日と１４日で聴き取り調査を行った。金銭の管理は所長が責任を持つべきであるが、当時の所長らはまったく気づいておらず、なぜ分からなかったのか、なぜ見ていなかったのか、管理監督できていない状況であった。なお、今後、告訴して警察の調査に入っていくが、現時点では、組織的な関与はなかったものと考えている。
　本人からは、１１月２６日と２８日の２日間にわたって、聴き取りを行った。まず、２６日には、平成１７年からやったと自認し、２８日にさらに詳しく聴くと、配属された１３年から２０年までの間、全ての年で横領したことを自白した。現時点で分かっているのは、１７年から２０年の間の４年間で８００万円程度、また１３年から１６年については、再度本人を呼び、聴取していきたいと考えており、サポートセンターで裏づけとなる資料を作成しているところである。
　一方、本人は横領した金とあわせて、退職金についても支払う意思があると言っているが、警察には告訴する方向ですでに相談しており、あわせて弁護士とも仮差押の件を相談している。

　今現在、本人は聴取に来ているが、公になっていないことから来ていると考えており、これが公になると自傷行為や逃亡もありえることから、慎重に対応したいと考えている。

　先ほど市長から指示があったように、教育委員会では本日付で調査委員会を設置し、その中で原因の追究や今後の対応策を講じていきたいと考えているので、よろしくお願いしたい。

中原教育長

　浦上部長から概要を説明させていただいたが、市政全般にわたって大きく信用失墜になっていくということで、教育委員会として皆さんに心配とご迷惑をおかけし、申し訳なく思っている。

　時期的にも決算委員会の前ということで、影響が計り知れないと思っている。

今後に生かしていくため、全容の解明をしっかりさせていただいて対策方針を出したいと考えている。

ご迷惑をおかけし、改めてお詫び申し上げる。

原副市長

　まず、組織としては議会にきちんと報告していくのが第一義である。また、マスコミ対応の必要もあり、情報の取り扱いについては、慎重を要する部分もあることから、これを含めて芦田総務部長からご報告をお願いする。

芦田総務部長

　まず、議会対応であるが、明日の各派代表者会議でご報告を予定しており、事前の正副レクを本日９時半からさせていただいた。明日の各派代表者会議では、報告案件が他にもあるが、それに先がけて教育委員会の報告をし、執行機関交代で他の報告者が入ることとしているので、よろしくお願いする。

　それと本日、正副レク後、教育委員会を中心に、各派の幹事長や文産の正副委員長に報告し、監査委員にも代表監査とともに説明させていただいた。また、決算委員会を控えており、この件は全体の決算委員会にも及ぶことでもあることから、決算委員会の正副委員長には、原副市長と教育委員会でご報告させていただくことにしている。そのようななかで、これから始まる決算委員会を何とか通常どおり開いていただけるよう、現在努力をしている状況である。

　それから、資金前渡について昨日から調査を始めているが、本来なら、その意図や趣旨、目的などを明確にして調査をするのが当然ではあるが、議会対応のタイミングなどもあり、情報を少しコントロールさせていただいた。本日、あらためて全容を申し上げたことから、十分な調査をしていただき、ご回答をお願いしたい。本日５時までとなっているが、会計管理者は徹夜をしてでも回答の集計を予定されており、可能な限り早いご回答をお願いする。また一方で、明日の各派代表者会議が終わるまでは、職員等への情報について、コントロールをお願いしたい。

　また、マスコミ対応については、警察に告訴⇒逮捕ということも考えられることから、現時点では、然る時期に記者会見をするなどして対応する予定にしている。

　皆さんのご理解とご協力をお願いする。

原副市長

　このような事件では、一旦市民の信頼をなくすと、なかなか回復できないものである。

しかしながら事件の後の対応も見られていると思うので、組織をあげて対応していきたいと思う。ご協力よろしくお願いする。

田中市長

　それぞれの部局において、このようなことがないのか、まず調査をしていただきたい。議会対応や予算編成など大変忙しい時期ではあるが、ご理解をいただき、よろしくお願いする。
















